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む教総第２５８２号
令和４年３月２５日

小中学校校長各位

むつ市教育委員会
教育長 阿 部 謙 一

（公印省略）

年度末年度始めにおける感染対策について

このことについて、青森県内における新型コロナウイルス感染症の状況、また、進学、就職、転

勤等による移動の時期であることなどから、感染拡大を防止しながら教育活動を継続していく

ための当面の対策として、令和4年４月１０日（日）までの間における教育活動につきましては、

下記のとおりご対応くださるようお願いいたします。

記

１．学校生活における感染対策の徹底
（１）基本的な感染対策の徹底
・身体的距離の確保や手洗い・咳エチケットの励行などを徹底する。
・本人又は家族に発熱や倦怠感、喉の違和感などの風邪症状があり、普段と体調が少し
でも異なる場合には、児童生徒、教職員ともに自宅での静養を徹底させる。
・健康観察票等の活用により、児童生徒の健康状態を把握する。
・「感染対策を講じてもなお感染リスクが高い学習活動」を控える。

（２）学校活動について
・感染対策に十分留意の上、通常どおりの学校活動を実施可能とする。
・むつ下北地域以外への移動及びむつ下北地域以外の方と接する可能性のある学校活
動については自粛する。

２．部活動等及び対外試合について
（１）部活動等について
・部活動等については、感染対策について十分留意の上、通常どおりの実施を可能とす
る。
・むつ下北地域以外からの外部人材等の招聘については禁止とする。

（２）対外試合について
・むつ下北地域以外の他校との試合（練習試合を含む。）及び合宿（学校単独で行うもの
を含む。）については、原則として禁止とする。
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・中学校体育連盟等の団体が主催または共催する公式戦については、全国大会・東北大
会及びそれら上位大会につながる県大会に限り、事前に主催者が講じる新型コロナウイ
ルス感染防止対策や会場となる地域（都道府県、市町村）の感染状況及び対応制限等
を確認し、慎重に判断した上で参加できることとする。
・また、参加に当たっては、主催者及び事務局の留意事項に従うとともに、万全の感染対策
を講じること。
・スポーツ少年団等の任意の団体については、上記の内容に準じた形（上部の大会に通じ
るような公式戦への参加等）で対応するよう各団体に要請する。
※「中学校体育連盟等の団体」とは、当該連盟、中学校文化連盟及び公益財団法人日
本スポーツ協会に加盟する協会の下部組織を指す。

【参加する際は】
・毎日こまめな健康チェックをし、体調不良の場合は参加しないこと。
・競技（運動）の合間や更衣室では必ずマスクを着用すること。
・声援、指示など大声を出さないこと。
・公共交通機関利用後やエレベーターといった不特定多数の人と共用する箇所に触れた
場合は、すぐに手洗いまたはアルコール消毒を行うこと。
・更衣室などといった、換気の不十分な場所での長時間の滞在を避けること。
・マスクを外した状態での会話は避けること。
・マスクを外す飲食の場面では、特に注意し、３密にならないよう十分な距離を確保し、場
所等を工夫すること。

【大会終了後は】
・２週間は、毎日検温を行い、健康観察を徹底することとし、体調不良の場合は自宅で療養
し、気にかかる症状等があれば、かかりつけ医（※）に相談し、指示を仰ぐこと。
※かかりつけ医がいない、相談先がわからない場合は、「受診・相談センター」（３１－１８
９１）に相談すること。

・その他、別添青森県通知「部活動の全国・東北大会等参加に当たっての留意事項」別紙
２を参照すること。

３.往来の自粛について
・県外及び県内における感染者が多数発生している地域との不要不急の往来は自粛する
こととし、 来訪も控えていただく（通勤を除く）。
・県外との往来があった場合は、PCR検査を実施し、陰性を確認した後で出勤・登校させ
る。

以上

【担当】
事務局総務課 総務・学務グループ

TEL 22-1111（内線3110）
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む 教 総 第 ５ ８ 号
令 和 ４ 年 ４ 月 ５ 日

小中学校校長各位

むつ市教育委員会
教育長 阿 部 謙 一

（公印省略）

オミクロン株が主流である間の当該株の特徴を踏まえた濃厚接触者の特定
及び行動制限並びに積極的疫学調査の実施に伴う学校の対応について

このことについて、国及び青森県の対応について、取扱いが変更となり、（詳細は別紙参照）
中学校では保健所での濃厚接触者の特定は行われないこととなりました。
当市といたしましては児童生徒に陽性者が判明した場合には、感染症拡大防止のため、当

面の間、下記のとおりの取扱いといたしますので、各学校においてはご対応くださるようお願い
いたします。

記

１．小学校の対応について
（１）積極的疫学調査及び濃厚接触者の特定について
・小学校において主体的に調査し、保健所が判断する。
・小学校においてまとめた児童の名簿、座席表、発症日2日程度前までの行動歴等のリスト
を保健所に提出し、保健所で検査、濃厚接触等を特定。

（２）濃厚接触者の行動制限について
・陽性者との最終接触日から4日目及び5日目に、薬事承認された抗原定性検査キットによ
り陰性が確認された場合、行動制限は解除できる。

２．中学校の対応について
（１）積極的疫学調査、濃厚接触者の特定及び行動制限について
・保健所では、クラスターの場合を除き、濃厚接触の特定及び行動制限は実施しない。
・中学校においては、発症日2日程度前までに陽性者と接触のあったリスクの高い生徒及び
教職員のリストアップ（※）を行う。
・学校においてリスクが高いと判断した場合、7日間の自宅待機か、むつ市PCR検査センタ
ーにおける検査について要請し、陰性の確定をもって通常登校・勤務を可能とする。

※リストアップにあたっては、授業における座席の状況、部活動等の活動状況、特別活動等の
状況、スクールバスを含めた登下校の状況等について、市教育委員会と協議の上、総合的
に判断すること。

以上

【担当】
事務局総務課 総務・学務グループ

TEL 22-1111（内線3110）
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４
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３
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生
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事
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２
日
一
部
改
正
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本
県
の
濃
厚
接
触
者
の
特
定
・
行
動
制
限
及
び
積
極
的
疫
学
調
査

・
令
和
４
年
３
月
１
６
日
付
け
事
務
連
絡
に
基
づ
き
、
感
染
が
継
続
し
て
い
る
本
県
の
状
況
を
踏
ま
え
、
当
面
１
ヶ
月
間
（
４
月
２
８
日
ま
で
）
は
以
下
の
方
針
を
原
則
と

す
る
。
（
従
前
か
ら
の
変
更
点
が
赤
字
）

同
一
世
帯
内
で

感
染
者
が
発
生
し
た
場
合

ハ
イ
リ
ス
ク
施
設
（
※
１
）
で

感
染
者
が
発
生
し
た
場
合

保
育
所
等
（
※
２
）
で

感
染
者
が
発
生
し
た
場
合

事
業
所
等
（
※
３
）
で
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合

（
左
記
以
外
の
事
業
所
）
（
※
３
）

積
極
的
疫

学
調
査

保
健
所
が
実
施
（
※
４
）

保
健
所
が
実
施

（
※
４
）

保
健
所
が
、
保
育
所
等
と
連
携
し
、
実
施

（
保
育
所
等
が
主
体
的
に
調
査
し
、
保
健

所
で
判
断
）
（
※
４
）

実
施
し
な
い
（
※
５
）

（
事
業
者
等
に
お
い
て
、
感
染
者
と
接
触
が
あ
っ
た
者
の
確
認
等
、

必
要
に
応
じ
て
実
施
）

濃
厚
接
触

者
の
特
定

保
健
所
が
特
定

（
全
て
同
居
者
が
濃
厚
接
触
者

と
な
る
旨
、
感
染
者
に
伝
達
す

る
こ
と
を
も
っ
て
特
定
し
た
こ

と
と
す
る
。
）

保
健
所
が
特
定

保
健
所
が
、
保
育
所
等
と
連
携
し
、
特
定

（
保
育
所
等
が
濃
厚
接
触
者
等
の
候
補
者

リ
ス
ト
を
作
成
し
、
保
健
所
で
特
定
）

実
施
し
な
い

（
事
業
者
等
に
お
い
て
、
感
染
者
と
接
触
が
あ
っ
た
者
の
確
認
等
、

必
要
に
応
じ
て
実
施
）

濃
厚
接
触

者
の
行
動

制
限

（
※
６
）

・
原
則
7
日
間
（
8
日
目
解
除
）

・
（
誰
で
も
）
4
日
目
、
5
日
目

に
検
査
し
、
陰
性
確
認
に
よ

り
解
除
（
※
７
）

・
原
則
7
日
間
（
8
日
目
解
除
）

・
4
日
目
、
5
日
目
に
検
査
し
、
陰

性
確
認
に
よ
り
解
除
（
※
７
）

・
原
則
7
日
間
（
8
日
目
解
除
）

・
（
誰
で
も
）
4
日
目
、
5
日
目
に
検
査
し
、

陰
性
確
認
に
よ
り
解
除
（
※
７
）

【
該
当
な
し
】

（
た
だ
し
、
感
染
者
と
接
触
が
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
そ
の
他
の
欄

を
参
照
）

そ
の
他

事
業
所
等
で
、
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、
自
主
的
な
感
染
対

策
の
徹
底
の
た
め
に
以
下
を
周
知
。

・
感
染
者
と
接
触
が
あ
っ
た
者
は
、
最
後
の
接
触
か
ら
概
ね
７
日

間
は
ハ
イ
リ
ス
ク
者
と
の
接
触
や
ハ
イ
リ
ス
ク
施
設
へ
の
訪
問
、

感
染
リ
ス
ク
の
高
い
行
動
を
控
え
る
こ
と

・
感
染
者
と
接
触
が
あ
り
、
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に

診
療
・
検
査
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と

・
感
染
者
と
接
触
が
あ
っ
た
者
の
う
ち
、
感
染
対
策
を
行
わ
ず
に

飲
食
を
感
染
者
と
共
に
し
た
者
等
は
一
定
期
間
（
原
則
７
日
間

（
4
日
目
、
5
日
目
に
検
査
し
、
陰
性
確
認
に
よ
り
解
除
）
）
の

外
出
自
粛
を
含
め
た
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
と
る
こ
と

※
１

ハ
イ
リ
ス
ク
施
設
と
は
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
が
多
く
入
所
・
入
院
す
る
高
齢
者
施
設
、
障
害
者
施
設
、
医
療
機
関

※
２

保
育
所
等
と
は
、
保
育
所
（
地
域
型
保
育
事
業
所
及
び
認
可
外
保
育
施
設
を
含
む
）
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

※
３

事
業
所
等
と
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
施
設
、
保
育
所
等
以
外
の
事
業
所
（
通
所
型
高
齢
者
施
設
、
障
害
者
施
設
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
等
を
含
む
）

※
４

濃
厚
接
触
者
に
対
す
る
検
査
な
ど
、
保
健
所
が
必
要
と
認
め
た
検
査
は
、
行
政
検
査
と
し
て
実
施
す
る
。

※
５

ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
等
、
感
染
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
保
健
所
が
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
施
設
と
同
様
、
積
極
的
疫
学
調
査
等
を
実
施
す
る
。

※
６

行
動
制
限
短
縮
の
解
除
に
あ
た
っ
て
は
、
個
別
に
保
健
所
の
確
認
を
要
し
な
い
。

※
７

行
動
制
限
短
縮
の
た
め
の
検
査
は
、
自
費
検
査
。

令
和
４
年
３
月
２
９
日

保
健
医
療
調
整
本
部

-17-



む 教 総 第 １ １ ６ 号
令 和 ４ 年 ４ 月 ８ 日

小中学校校長各位

むつ市教育委員会
教育長 阿 部 謙 一

（公印省略）

新年度を迎えての感染対策について

このことについて、青森県内のレベル分類が変更となり、感染拡大を防止しながら教育活動

を継続していくための当面の対策として、令和4年４月２８日（木）までの間は、以下のとおりご

対応くださるようお願いいたします。

１．学校生活における感染対策の徹底
（１）基本的な感染対策の徹底
・身体的距離の確保や手洗い・咳エチケットの励行などを徹底する。
・本人又は家族に発熱や倦怠感、喉の違和感などの風邪症状があり、普段と体調が少し
でも異なる場合には、児童生徒、教職員ともに自宅での静養を徹底させる。
・健康観察票等の活用により、児童生徒の健康状態を把握する。
・「感染対策を講じてもなお感染リスクが高い学習活動」については、感染状況に留意の
上、実施可能とする。

（２）学習活動について
・感染対策に十分留意の上、通常どおりの学習活動を実施可能とする。
・学校行事や校外活動についても、感染状況に十分留意の上、通常どおりの実施を可能と
する。

２．部活動等及び対外試合について
（１）部活動等について
・部活動等については、感染対策に十分留意の上、通常どおりの実施を可能とする。

（２）対外試合及び合宿について
・練習試合を含む対外試合については、事前に主催者が講じる感染対策や会場となる地
域（都道府県、市町村）の感染状況及び対応制限等を確認し、慎重に判断した上で参加
を可能とする。
・合宿については、交流校との飲食を避けるなど、感染対策に十分留意の上参加を可能と
する。
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・参加に当たっては、主催者及び事務局の留意事項に従うとともに、万全の感染対策を講
じること。
※スポーツ少年団等の任意の団体については、上記の内容に準じた形で対応するよう各
団体に要請しております。

【参加する際は】
・毎日こまめな健康チェックをし、体調不良の場合は参加しないこと。
・競技（運動）の合間や更衣室では必ずマスクを着用すること。
・声援、指示など大声を出さないこと。
・公共交通機関利用後やエレベーターといった不特定多数の人と共用する箇所に触れた
場合は、すぐに手洗いまたはアルコール消毒を行うこと。
・更衣室などといった、換気の不十分な場所での長時間の滞在を避けること。
・マスクを外した状態での会話は避けること。
・マスクを外す飲食の場面では、特に注意し、３密にならないよう十分な距離を確保し、場
所等を工夫すること。

【大会終了後は】
・２週間は、毎日検温を行い、健康観察を徹底することとし、体調不良の場合は自宅で療養
し、気にかかる症状等があれば、かかりつけ医（※）に相談し、指示を仰ぐこと。
※かかりつけ医がいない、相談先がわからない場合は、「受診・相談センター」（３１－１８
９１）に相談すること。

・その他、別添青森県通知「部活動の全国・東北大会等参加に当たっての留意事項」別紙
２を参照すること。

３.他地域との往来について
・感染リスクの高い場所との往来及び感染リスクの高い行動は慎重に判断する。
・上記の場所との往来や行動があった場合は必要に応じ、ＰＣＲ検査を実施し、陰性を確認
した後の出勤・登校を要請する。

【担当】
事務局総務課 総務・学務グループ

TEL 22-1111（内線3110）
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む 教 総第 １ １ ６ 号
令和４年４月１１日

保 護 者 の 皆 様

むつ市教育委員会
教育長 阿 部 謙 一

（公印省略）

新年度を迎えての感染対策について

日頃より、保護者の皆様におかれましては、新型コロナウイルス感染症対策に御尽力いただき
厚く感謝申し上げます。
このことについて、青森県内のレベル分類が変更となり、感染拡大を防止しながら教育活動を

継続していくための当面の対策として、令和4年４月２８日（木）までの間は、以下のとおりとする
ことといたしましたのでご協力くださるようお願いいたします。

１．学校生活における感染対策の徹底
（１）基本的な感染対策の徹底
・身体的距離の確保や手洗い・咳エチケットの励行などを徹底する。
・本人又は家族に発熱や倦怠感、喉の違和感などの風邪症状があり、普段と体調が少しで
も異なる場合には、自宅での静養を徹底させる。
・「感染対策を講じてもなお感染リスクが高い学習活動」については、感染状況に留意の
上、実施可能とする。

（２）学習活動について
・感染対策に十分留意の上、通常どおりの学習活動を実施可能とする。
・学校行事や校外活動についても、感染状況に十分留意の上、通常どおりの実施を可能と
する。

２．部活動等及び対外試合について
（１）部活動等について
・部活動等については、感染対策に十分留意の上、通常どおりの実施を可能とする。

（２）対外試合及び合宿について
・練習試合を含む対外試合については、事前に主催者が講じる感染対策や会場となる地域
（都道府県、市町村）の感染状況及び対応制限等を確認し、慎重に判断した上で参加を
可能とする。
・合宿については、交流校との飲食を避けるなど、感染対策に十分留意の上参加を可能と
する。
・参加に当たっては、主催者及び事務局の留意事項に従うとともに、万全の感染対策を講じ
ること。
※スポーツ少年団等の任意の団体については、上記の内容に準じた形で対応するよう各
団体に要請しております。
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【参加する際は】
・毎日こまめな健康チェックをし、体調不良の場合は参加しないこと。
・競技（運動）の合間や更衣室では必ずマスクを着用すること。
・声援、指示など大声を出さないこと。
・公共交通機関利用後やエレベーターといった不特定多数の人と共用する箇所に触れた場
合は、すぐに手洗いまたはアルコール消毒を行うこと。
・更衣室などといった、換気の不十分な場所での長時間の滞在を避けること。
・マスクを外した状態での会話は避けること。
・マスクを外す飲食の場面では、特に注意し、３密にならないよう十分な距離を確保し、場所
等を工夫すること。

【大会終了後は】
・２週間は、毎日検温を行い、健康観察を徹底することとし、体調不良の場合は自宅で療養
し、気にかかる症状等があれば、かかりつけ医（※）に相談し、指示を仰ぐこと。
※かかりつけ医がいない、相談先がわからない場合は、「受診・相談センター」（３１－１８９
１）に相談すること。

３.他地域との往来について
・感染リスクの高い場所との往来及び感染リスクの高い行動は慎重にご判断願います。
・上記の場所との往来や行動があった場合は必要に応じ、ＰＣＲ検査を実施し、陰性を確認
した後で登校するようお願いいたします。

【担当】
事務局総務課 総務・学務グループ

TEL 22-1111（内線3110）
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